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美浜、⼤飯、⾼浜発電所の状況等について



1各発電所の状況

発電所名 状 況
美浜3号機 定期検査中（2021.10.23〜2022.10⽉頃並列、11⽉頃本格運転予定）

※2022.9⽉頃 特重施設運⽤開始予定

⾼浜1号機 定期検査中（2011.1.10〜2023.6頃並列予定） 安全対策⼯事（2020.9完了）
※2023.5⽉頃 特重施設運⽤開始予定

⾼浜2号機 定期検査中（2011.11.25〜2023.7頃並列予定） 安全対策⼯事中（2022.1完了予定）
※2023.6⽉頃 特重施設運⽤開始予定

発電所名 状 況

美浜1,2号機 2017.4.19 廃⽌措置計画認可
・2次系設備の解体撤去作業中

⼤飯1,2号機 2019.12.11 廃⽌措置計画認可
・2次系設備の解体撤去作業中 ・系統除染作業中

【廃⽌措置プラント】

【停⽌中プラント】

発電所名 状 況
⾼浜3号機 運転中（2021.4.5〜本格運転） ［2020.12.11 特重施設運⽤開始済］

⾼浜4号機 運転中（2021.5.13〜本格運転） ［2021. 3.25 特重施設運⽤開始済］
・2021.11.17 ＭＯＸ燃料１６体を受け⼊れ

⼤飯3号機 運転中（2021.7.30〜本格運転） ※2022.12⽉頃 特重施設運⽤開始予定（8⽉からの定検中に完成予定）
（設置期限 2022.8.24）

⼤飯4号機 運転中（2021.2.12〜本格運転） ※2022.8⽉頃 特重施設運⽤開始予定
（設置期限 2022.8.24）

【運転中プラント】

※廃⽌措置の完了は2045年度

※廃⽌措置の完了は2048年度
※上記時期等は、現時点の予定であり、今後の⼯事や検査の進捗状況等により変更となる可能性があります。



業務改善計画に掲げた全ての項⽬に着⼿し、着実に実⾏しており、その状況を昨年12⽉27⽇に経済産業⼤⾂に報告している。
■外部の客観的な視点を重視したコンプライアンス体制の再構築
○コンプライアンス委員会の新設（2020.4）、これまで計13回開催

■コンプライアンス意識の醸成・徹底
○コンプライアンスに関する研修を実施

・役員に対し、年間約100時間を充てる研修を実施（2020.12以降実施）
今後も、100時間研修を継続実施していく⽅向で、研修のあり⽅について検討中

・全従業員（関⻄電⼒、関⻄電⼒送配電）に対し、「討議型」の研修を実施（〜2021.7）
さらに、現在、グループ会社も含めて新たなコンプライアンス研修を実施中（2021.11〜）

■⼯事の発注・契約⼿続き等に係る仕組みの⾒直し
○調達等審査委員会の新設（2020.4）、これまで計9回開催、約27,000件について審査を実施
同委員会において、⼯事の発注・契約⼿続き等が着実に実⾏され、透明性の⾼い、責任ある調達活動が⾏われていると評価（2021.12）

■不適切な事象が判明した取引先への厳正な対処
○不適切な事象が判明した取引先に対し、指名停⽌を含む厳正な取引先措置を実施（2020.3）
調達等審査委員会において、指名停⽌対象取引先の再発防⽌対策に関する運⽤状況について、⼀定の進捗を確認（2021.12）

■原⼦⼒事業本部に対する実効的なガバナンス体制の構築
○⾵通しの良い組織の創⽣に向けた取組みとして、取締役会、原⼦⼒安全推進委員会を美浜町で開催し、それに合わせて社外役員や他部⾨の役員
と、原⼦⼒事業本部の幅広い層との対話活動を実施（2021.11）

■当社役員と地元とのコミュニケーションの実施（地元⽬線に⽴脚した原⼦⼒事業運営）
○毎年実施している原⼦⼒懇談会について、原⼦⼒事業本部以外の役員にも参加を拡⼤して実施（2021.10）

主な取組状況（2021年12⽉末実績）

業務改善計画の取組状況 2

［コンプライアンスに関する役員研修］


